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男鹿を世界中の人々が訪れる酒の聖地に

秋田県初のクラフトサケ醸造所「稲とアガベ醸造所」・レストラン「土と風」を男鹿市にて立ち上げた岡住氏。
現在、清酒製造免許には原則新規参入が認められていないが、日本酒業界の未来を切り拓くという熱い思
いで、その他醸造酒というジャンルで新事業を展開している。この世界初のお酒のジャンルは「クラフトサ
ケ」と名づけられ、着実に認知が拡がっている。
また同氏は、食品加工事業の「SANABURI FACTORY（サナブリファクトリー）」を立ち上げ、秋田県だけ
でも年間約400トン廃棄される酒粕に価値を見出すべく酒粕を主原料としたマヨネーズ風調味料「発酵マ
ヨ」を商品開発、さらには、ラーメン有名店「一風堂」運営企業とメニュー監修・共同開発というパートナー
シップを結び、男鹿駅前にラーメン店「おがや」をオープン、日々行列ができる人気店となっている。
「まち」を未来に残すべく日本酒特区実現や雇用創出のための新事業展開に取り組む姿勢、そして唯一無二
の「まち」を実現し未来のブランディング創りを目指す姿勢は東北アントレプレナー大賞に相応しい。

事 業 内 容
受 賞 理 由

世界最高レベルの高密度実装技術を福島から世界へ

アリーナは電子部品の小型化へ挑戦し、技術開発を行ってきた。世界と戦うために、一つは部品が
小さくなること、もう一つは基盤に搭載する部品と部品の間を密することであった。
1992年当時、部品と部品の間を０.3ｍｍから0.25ｍｍを目指そうという業界で不可能とされた
０.1ｍｍを目指すことを決意。20歳代で大手メーカーや部品メーカのハブ機能を果たし、「プロセ
ス管理」というキーワードで作り方の見直しを行い、2年で成功するなど、世界でも最高水準の「超
狭隣接高密実装技術」を実現。現在は更に小さくする0.05mmの技術革新に挑戦している。
今後は航空宇宙や医療機器などの新たな分野を目指し、福島県内の「FALcom」や南相馬の
「MARS」等の連絡会をトータルコーディネートしながらリードしている。
世界最高水準の「狭隣接密度実装」は未来のデジタル化を実現する技術であり、東北ニュービジネ
ス大賞に相応しい。

稲とアガベ 株式会社 秋田県男鹿市船川港船川字新浜町1-21
代表取締役社長　岡住 修兵　（おかずみ しゅうへい）
設 立 2021年3月 20名

https://inetoagave.com/
資 本 金 200万円 製造業

事 業 内 容
受 賞 理 由

http://www.arena-net.co.jp
資 本 金 1000万円 電子部品組立製造

https://mirror-polish.com
資 本 金 3000万円 精密部品製造

事 業 内 容
受 賞 理 由

やる気を引き出す経営がオンリーワンの研磨技術を生み出す

同社は現社長の祖父が創業し、2代目を継承した父が鋳造業で事業を一時期海外まで拡大したが、大量生
産ゆえの経営環境は厳しく、業態転換を見据え、高度技術者育成を軸とした独自の切削・研削・研磨技術を
地道に蓄積する努力を続けた。また、「丁寧に教える」ことで熟練技術を共有するなど、社員のやる気を引き
出す独自の人事制度が機能している。
同社の世界的オンリーワン企業を目指す経営方針は、ナノレベルの超精密研磨加工を柱とする高付加価値
事業として発展を遂げ、海外展開を加速化できた背景には現社長のWEBも活用をし、技術に基づいたマー
ケティング戦略がある。基本的に顧客の相談に「できないと言わない」をスローガンに掲げている。
2015年には「グローバルニッチトップ企業」に認定され、JAXAやNASAなど国内外の先端研究分野で活
用されている。「はやぶさ２」に関わった研磨技術は大きな話題となった。
現在も金属箔研磨やダイヤモンド基盤の精密研磨など低酸素社会の実現に貢献するオンリーワン技術のビ
ジネスモデルを確立したことを高く評価された。

株式会社 アリーナ
代表取締役　高山 慎也　（たかやま しんや）
設 立 1970年4月 100人

株式会社 ティ・ディ・シー

代表取締役　赤羽 優子 (あかばね ゆうこ）

設 立 1985年1月 66人
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流鏑馬という日本の伝統文化を世界のスポーツへ

馬産地としての歴史ある十和田市において乗馬クラブを営む上村氏は、1000年を超える伝統そ
して神事である「流鏑馬」の世界に女性として初めて飛び込み、様々な障壁を乗り越えながら、女性
騎手による「桜流鏑馬」や「流鏑馬世界選手権」を開催するなど、『地域に根差した流鏑馬文化』
（towada SRCモデル）を創造している。
当初は葛藤に揺れるなかで「やるなら1000年の歴史を辱めることのないようしっかりやろう」と
一念発起。流鏑馬の基本流儀や技能はしっかり継承しつつ、新たな歴史の幕開けとなる「スポーツ」
という分野での普及活動を国内外で展開しており、大阪・関西万博にも参画する。
「スポーツ流鏑馬」がグローバルな展開可能性を持ち合わせながらも、伝統文化の継承、そして持続
可能な地域の仕組みづくりが土台となっており、人を巻き込みながら日本全国・世界を目指すこれ
までの同氏の取り組みは地域創生のロールモデルと評価された。

株式会社 山本製作所
代表取締役　山本 丈実　（やまもと たけみ）
設 立 1918年8月 296人

http://www.yamamoto-ss.co.jp
資 本 金 9600万円 生産用機械器具製造

事 業 内 容
受 賞 理 由

100年企業が作り出す環境機器が資源循環ビジネスを変える

同社は大正7年に養蚕用桑切機の製造から始まった100年の歴史を持つ企業で、農機製造、特に
穀物乾燥機においては国内シェアNo.1を長年にわたり維持している。
そこへ新たに環境事業への取り組みを開始し、日々現場で直面するリサイクルの課題を解決すべ
く、長年培ってきた農機製造技術のもと、プラスチック材質判別装置「ぷらしる」を開発した。
「ぷらしる」は12種類のプラスチックを判定可能な非常に完成度の高い装置で、この技術はリサイク
ル業界に留まらずに広く環境・くらしに活用される応用可能性を秘めている。
「向上の一路に終点なし」という企業理念のもと、意欲的チャレンジ精神を称え、今後もハイレベル
な製品開発を期待したい。

1998年4月 8人
http://towada-joba.com/

資 本 金 300万円 乗馬サービス・牧場運営

ロッツ 株式会社

設 立 2011年3月 75人
https://lots.co.jp/

資 本 金 700万円 医療・介護・福祉、宿泊、サービス、食品製造

事 業 内 容
受 賞 理 由

被災地から生まれた高齢者・障害者の新たな社会参画の仕組みで課題解決に挑む

東日本大震災直後に設立。医療介護サービスの提供を通じて被災地の人を健康にして被災地復興
を医療介護分野から貢献し、一人でも雇用を増やしていくことを理念に事業を行っている。
大震災直後に人命救助を続けるために、陸前高田市にて訪問型・地域密着型の薬局運営を開始し
て以降、被災地復興特区第1号として日本初の単独型訪問リハビリテーション施設や健康増進施設
「玉の湯」を運営する他、フィットネス事業とデイサービスを一体化した「リハ特化型ディサービス＆
フィットネス」も開始。さらには、薬剤師が考案した「体に良いチョコレート」づくりにも取り組む。
そしてさらなる新規事業として「リモート型リハビリテーションアプリ」の開発を強化しており、日本
全国・世界への展開を目指している。同氏の社会課題解決に向けた様々な取り組みは日本の先進
的な事業モデルであり、地域の社会づくりを実践している姿勢はソーシャルアントレプレナー大賞
に相応しい。

有限会社 十和田乗馬倶楽部
代表取締役　上村 鮎子　（かみむら あゆこ）
設 立

代表取締役  富山 泰庸　（とみやま よしのぶ）
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地域の産業界が一丸となった環境問題に取り組む強固なコンソーシアム

伐採期を迎えながらも放置されている森林、伐採後の植林がなされずに再造林がなされない状況
に危機感を感じ、持続可能な森林づくりへの取り組みに賛同する企業16社がコンソーシアムを組
み、植林活動や伐採した木材での商品開発などの活動を行なう。
福島県産材を使って開発した製品をブランディングし、人や社会、環境に配慮した消費行動～エシ
カル消費～による資源循環を実現させ、次世代につながる森林形成に取り組んでいる。
カーボンニュートラル実現という明確な目的のもと、森林循環に関わる人たちが連携する組織を構
築したことを高く評価するとともに、未来に向けた挑戦をマネジメントする姿勢を応援し、今後の木
材製品の新たな流通形態の創出に大いに期待したい。

事 業 内 容
受 賞 理 由

開墾の歴史と産学官連携の土壌が生み出す唯一無二のワイン

庄内藩が150年前の明治維新に開墾し、桑を植えシルク産業を興した由緒ある地「松ヶ岡」。
同社は2017年に初めてワイン用のブドウを植え、2020年より収穫をスタートした。
ワイン文化は“農業×化学×アート”と考え、ワインでは無名な地域を銘醸地として確立するために
産学官連携で事業を進め、風土にあった栽培方法と重力を利用した独自の自然に逆らわない醸造
手法でぶどうの繊細な個性を損なわずにエレガントで特色のある松ヶ岡産の日本ワイン造りを可
能にした。科学的な裏付のもと、サクラアワード最高賞等の数々の受賞や昨年のＧ７広島サミットに
採用されるなど、高い評価に繋がっている。
未来の地域の光をもっともっと見据え貢献する姿勢に敬意を表し、今後さらに進化した循環型農
業の完成を大いに期待したい。

エルサンワイナリー松ヶ岡 株式会社
代表取締役社長　早坂　 剛　（はやさか つよし）
設 立 2017年6月 3人

https://pinocollina.com/
資 本 金 1000万円 農業経営

代表理事　根本 昌明　（ねもと まさあき）
設 立 2021年9月 理事6名　監事2名

https://www.mokuty.com
資 本 金 - 一般社団法人

一般社団法人 モクティ倶楽部


